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福
州
攻
防
戦
（
中
支
）

愛
媛
県

山

本

昌

夫

私
は
両
親
の
元
に
五
人
兄
弟
の
長
男
と
し
て
成
人
し
ま

し
た
。
当
時
は
国
の
政
策
で
子
供
の
多
い
家
庭
は
表
彰
に

価
す
る
と
し
て
「
産
め
よ
増
や
せ
よ
」
と
「
大
い
に
奨

励
」
さ
れ
ま
し
た
。
諺
に
「
貧
乏
人
の
子
沢
山
」
と
申
し

ま
し
た
。
我
が
両
親
も
娯
楽
も
無
く
、
た
だ
真
面
目
に
働

き
、
子
供
の
成
長
を
喜
ん
で
い
た
と
思
い
ま
す
。

家
業
は
左
官
職
（
立
派
な
腕
）
で
し
た
。
父
は
よ
く
申

し
て
い
ま
し
た
。
い
か
に
偉
い
人
で
も
、
両
親
が
あ
っ
て

こ
の
世
に
産
ま
れ
た
の
だ
。「
第
一
に
親
に
感
謝
だ
」
次

に
世
間
様
に
も
感
謝
の
礼
を
忘
れ
る
な
。
そ
し
て
人
間
は

そ
れ
ぞ
れ
家
に
住
む
。
動
物
な
ら
土
地
に
穴
を
掘
っ
た

り
、
大
木
の
下
に
な
ど
を
住
家
に
す
る
。
人
間
と
動
物
の

異
な
る
と
こ
ろ
だ
。

人
の
住
居
を
作
る
の
は
「
三
位
一
体
」
と
云
っ
て
、
大

工
の
棟
梁
が
木
作
り
を
し
、
棟
上
げ
を
す
る
。
屋
根
屋
が

雨
水
を
断
っ
て
屋
根
を
葺
く
。
仕
上
げ
は
俺
が
、
家
屋
の

内
・
外
と
肉
を
付
け
な
が
ら
化
粧
を
施
す
。
こ
れ
で
そ
の

よ
う
な
城
閣
も
一
般
家
屋
も
完
成
す
る
の
だ
。「
左
官
は

人
生
に
は
絶
対
必
要
な
職
業
だ
」
と
意
気
ま
い
て
い
ま
し

た
。私

も
そ
の
感
化
を
受
け
「
人
生
哲
学
の
一
角
」
を
幼
少

の
頃
よ
り
学
ん
で
い
た
と
今
更
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
私

の
住
む
町
は
漁
師
町
で
、
西
の
豊
後
水
道
に
長
く
鋭
く
突

き
出
し
て
る
佐
田
岬
、
北
が
伊
予
灘
、
南
は
宇
和
海
で
漁

場
と
し
て
は
最
高
漁
場
で
す
。
特
に
「
関
鯖
や
関
鰺
」
は

天
下
の
絶
品
と
の
事
で
す
。
な
お
漁
師
は
気
が
荒
い
が
、

皆
さ
ん
や
さ
し
い
良
い
人
ば
か
り
で
し
た
。

義
務
教
育
修
了
後
、
高
等
科
を
卒
業
し
ま
し
た
。
尊
敬

す
る
親
爺
に
付
い
て
家
業
を
手
伝
い
な
が
ら
、
青
年
学
校

へ
五
年
間
、
無
遅
刻
、
無
欠
勤
で
し
た
。
卒
業
時
に
は
校

長
は
じ
め
町
の
有
力
者
の
来
賓
多
数
の
前
で
最
優
秀
な
成

績
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
勿
論
の
こ
と
な
が
ら
青
年
学
校
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で
は
、
学
科
の
中
に
軍
隊
に
お
け
る
「
軍
人
勅
諭
」
を
は

じ
め
す
べ
て
の
「
典
範
令
」「
作
戦
要
務
令
」
ま
で
、
教

育
係
が
熱
心
な
退
役
古
参
軍
曹
だ
っ
た
の
で
充
分
に
教
わ

り
ま
し
た
。
教
訓
練
は
常
日
頃
に
家
業
で
鍛
え
た
肉
体
に

は
至
極
楽
な
こ
と
で
し
た
。

昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
八
月
頃
で
し
た
。
町
役
場

の
兵
事
係
か
ら
「
昌
夫
さ
ん
、
宇
和
島
の
公
会
堂
で
徴
兵

検
査
が
あ
る
か
ら
な
」
と
の
通
知
を
受
け
ま
し
た
。
待
っ

て
い
た
も
の
が
よ
う
や
く
来
た
感
じ
で
し
た
。
当
然
の
事

な
が
ら
、
徴
兵
執
行
官
か
ら
「
山
本
昌
夫
、
甲
種
合
格
」

と
申
し
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
途
端
に
「
や
れ
や
れ
」、

こ
れ
で
人
生
の
大
き
な
一
つ
の
区
切
り
が
で
き
た
と
感
じ

ま
し
た
。

六
十
年
も
昔
の
事
で
す
。
苦
し
か
っ
た
事
は
忘
れ
て
僅

か
な
楽
し
み
が
頭
の
中
に
あ
り
ま
す
。
一
番
感
動
し
た
こ

と
は
、
終
戦
後
、
中
国
正
規
軍
が
「
蔣
介
石
の
命
に
依

り
、
日
本
軍
将
兵
に
丁
重
に
礼
を
尽
く
せ
」
と
云
う
軍
命

で
、
非
常
に
親
し
み
な
が
ら
、
収
容
所
に
て
取
り
扱
わ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
上
海
出
港
ま
で
不
思
議
な
月
日
を
送
っ

た
事
で
し
た
。

「
昭
和
十
七
年
二
月
二
十
日
、
丸
亀
歩
兵
第
百
十
二
連

隊
、
補
充
隊
へ
入
隊
せ
よ
」
の
令
状
を
受
領
し
ま
し
た
。

親
戚
、
友
人
や
近
隣
の
人
達
に
盛
大
な
お
見
送
り
を
受
け

て
、
壮
途
に
着
き
ま
し
た
。
入
隊
も
形
通
り
に
行
い
、
兵

営
に
少
し
馴
染
ん
だ
頃
転
属
命
令
で
し
た
。
い
よ
い
よ
外

地
出
陣
で
す
。
い
ず
こ
か
な
。

昭
和
十
七
年
三
月
十
四
日
、
歩
兵
第
二
三
四
連
隊
へ
転

属
せ
よ
。
任
地
は
不
明
で
し
た
。
坂
出
港
か
ら
乗
船
出
港

で
し
た
。
当
時
は
防
諜
（
ス
パ
イ
）
の
関
係
で
船
舶
が
港

か
ら
外
洋
へ
出
て
、
は
じ
め
て
任
地
発
表
と
い
う
事
で
し

た
。
自
分
達
は
大
海
原
を
、
僅
か
な
御
用
船
団
と
、
こ
れ

ま
た
数
隻
の
警
備
艇
に
て
波
頭
を
蹴
り
船
は
進
み
ま
し

た
。
自
分
は
浜
辺
で
育
っ
た
か
ら
、
船
酔
い
も
せ
ず
、
対

潜
水
艦
・
対
航
空
機
の
警
戒
監
視
任
務
に
付
き
ま
し
た
。

上
海
に
入
港
上
陸
で
、
船
に
弱
い
戦
友
は
「
や
れ
や
れ
」

で
し
た
。
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と
こ
ろ
が
、
す
ぐ
小
型
船
に
乗
り
換
え
て
、
さ
ら
に
上

流
へ
上
が
っ
て
行
く
の
で
す
。
揚
子
江
（
長
江
）
は
海
の

ご
と
く
広
い
大
河
で
す
。
上
流
と
下
流
の
分
別
が
で
き
な

か
っ
た
。

昭
和
十
七
年
三
月
二
十
六
日
、
入
隊
以
来
一
カ
月
余

り
、
坂
出
を
船
出
し
て
か
ら
十
二
日
に
し
て
任
地
に
到
着

し
ま
し
た
。
中
国
中
支
の
武
昌
と
云
う
街
で
す
。
歩
兵
第

二
三
四
連
隊
で
す
。
現
地
で
初
年
兵
教
育
で
し
た
。
自
分

は
青
年
学
校
に
て
基
礎
を
完
全
に
熟
知
し
て
い
ま
し
た
の

で
、
他
の
同
年
兵
と
は
比
較
に
な
ら
ず
、
至
極
楽
天
的
に

勤
務
し
て
ま
し
た
。
で
も
他
国
で
す
。
ち
ょ
っ
と
の
油
断

も
禁
物
で
、
第
一
期
の
検
閲
も
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

中
隊
長
よ
り
呼
び
出
し
が
あ
り
、
中
隊
長
室
に
て
「
山

本
、
貴
様
、
下
士
官
候
補
生
を
受
験
せ
よ
」
と
云
い
渡
さ

れ
、
返
答
無
用
で
「
ハ
イ
、
山
本
二
等
兵
、
下
士
官
候
補

生
試
験
を
受
け
ま
す
」
で
一
巻
の
終
わ
り
か
、
い
や
次
巻

の
始
ま
り
だ
っ
た
。
そ
の
後
司
令
部
に
て
検
査
、
試
験
が

あ
り
ま
し
た
。
数
日
後
に
合
格
内
示
が
あ
り
ま
し
た
。
現

地
南
京
の
下
士
候
学
校
と
内
地
福
山
の
下
士
官
候
補
生
教

育
隊
、
学
校
が
有
る
の
で
す
が
、
中
隊
長
は
「
山
本
、
貴

様
が
合
格
し
た
ら
内
地
の
福
山
へ
行
か
し
た
る
」
が
現
実

と
な
っ
て
、
昭
和
十
七
年
十
月
、
半
年
余
り
で
再
び
内
地

へ
帰
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

福
山
の
学
校
教
育
は
実
に
厳
し
く
、
気
弱
い
同
期
生
の

中
に
は
途
中
で
落
伍
し
て
脱
学
し
、
原
隊
で
な
く
、
他
部

隊
へ
行
っ
た
と
か
。
自
分
は
現
在
ま
で
の
少
年
期
か
ら
青

年
学
校
、
そ
し
て
初
年
兵
と
し
て
の
諸
教
練
・
教
育
等
・

特
に
外
地
（
武
昌
の
歩
兵
第
二
百
三
十
四
部
隊
）
等
々
自

分
と
し
て
は
最
高
の
出
来
だ
っ
た
と
「
自
画
自
賛
」
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
す
べ
て
完
了
し
ま
し
た
。

昭
和
十
八
年
十
月
二
十
日
、
福
山
下
士
官
候
補
者
教
育

隊
卒
業
。「
任
陸
軍
伍
長

山
本
昌
夫
」
の
誕
生
で
す
。

「
命
原
隊
復
帰
」
で
丸
亀
歩
兵
留
守
隊
へ
一
時
帰
隊
せ
よ

で
し
た
。
大
隊
本
部
に
お
い
て
諸
業
務
を
担
当
し
な
が

ら
、
初
年
兵
等
の
教
育
補
と
し
て
働
き
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
七
月
十
四
日
丸
亀
歩
兵
独
立
第
四
一
一
大

隊
が
急
造
で
編
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
隊
は
「
赤
紙
応
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召
軍
人
」
が
主
力
で
、
自
分
の
山
本
分
隊
に
は
一
人
の
現

役
兵
が
い
て
他
は
全
員
四
十
歳
代
の
妻
子
の
有
る
老
兵
分

隊
で
し
た
。
全
員
軍
隊
は
未
経
験
者
で
、
襦
袢
（
シ
ャ

ツ
）
袴
下
（
バ
ッ
チ
）
か
ら
軍
服
の
上
衣
・
下
衣
・
軍
帽

（
戦
闘
帽
）
巻
脚
絆
（
ゲ
ー
ト
ル
）
等
の
着
用
の
仕
方
か

ら
教
え
な
い
と
駄
目
で
し
た
。
一
人
の
若
い
現
役
兵
が
い

て
く
れ
た
の
で
助
か
り
ま
し
た
。
彼
は
終
戦
ま
で
自
分
の

右
腕
と
し
て
働
い
て
く
れ
ま
し
た
。

同
年
同
月
二
十
二
日
、
支
那
派
遣
軍
隷
下
と
な
る
出
陣

の
令
が
下
り
ま
し
た
。
こ
の
時
自
分
は
考
え
ま
し
た
。

「
俺
は
戦
死
し
て
も
一
人
だ
。
部
下
は
一
人
に
非
ず
。
涙

す
る
者
多
し
。
絶
対
殺
し
て
は
駄
目
だ
ぞ
」
と
強
く
心
に

誓
っ
た
も
の
で
す
。
以
後
の
行
動
は
す
べ
て
神
仏
を
念
じ

な
が
ら
部
下
の
命
運
を
祈
り
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
七
月
二
十
五
日
、
丸
亀
を
出
陣
し
ま
し

た
。
門
司
港
出
帆
、
翌
日
朝
鮮
釜
山
上
陸
、
二
十
九
日
鮮

満
国
境
安
東
通
過
、
三
十
一
日
山
海
関
通
過
。
い
よ
い
よ

中
国
大
陸
で
す
。
八
月
上
海
に
駐
留
、
次
期
作
戦
待
機
。

約
六
十
日
余
り
だ
っ
た
。
こ
の
期
間
に
補
充
兵
達
の
戦
闘

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
三
八
式
歩
兵
銃
の
一
斉
射
撃

と
手
榴
弾
の
投
擲
・
夜
間
攻
撃
並
び
に
敵
の
夜
襲
に
対
す

る
警
備
警
戒
等
で
し
た
。

昭
和
十
九
年
十
月
中
旬
、
出
動
命
令
に
て
船
舶
移
送
と

な
り
、
揚
子
江
の
上
流
と
想
像
し
た
の
に
、
東
シ
ナ
海
に

出
て
南
下
し
ま
し
た
。
敵
の
一
大
勢
力
が
台
湾
方
面
を

狙
っ
て
い
る
と
の
情
報
が
入
っ
た
と
の
事
で
し
た
。「
独

立
歩
兵
第
四
一
一
大
隊
は
、
全
力
を
挙
げ
て
、
福
州
地
区

の
敵
を

滅
せ
よ
」
で
し
た
。
蔣
介
石
の
正
規
軍
で
し

た
。昭

和
十
九
年
十
一
月
初
旬
の
あ
る
朝
ま
だ
き
、
海
上
は

霧
か
靄
で
、
ま
だ
遠
目
の
利
か
ぬ
頃
に
、
全
員
上
陸
用
舟

艇
に
分
乗
し
敵
前
上
陸
で
す
。
自
分
は
老
兵
分
隊
を
意
識

し
過
ぎ
た
た
め
に
、
一
大
失
策
を
行
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。そ

の
時
舟
艇
の
出
発
を
僚
船
よ
り
一
呼
吸
遅
ら
せ
て
命

令
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
他
の
小
隊
は
全
員
揚
陸
し
交
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戦
中
で
し
た
。
我
が
分
隊
は
い
ま
だ
船
上
で
す
。
と
船
舶

工
兵
の
指
揮
官
が
「
早
く
降
船
せ
よ
」
と
呼
ぶ
の
で
一
番

に
自
分
が
飛
び
込
ん
だ
の
で
す
が
、
ま
だ
深
く
て
数
メ
ー

ト
ル
先
で
な
い
と
足
が
浜
に
届
か
ぬ
。「
も
う
少
し
陸
に

着
け
て
く
れ
」
と
海
中
か
ら
の
叫
び
に
も
耳
を
貸
さ
ず

「
早
く
下
船
せ
よ
」
の
催
促
で
し
た
。
勿
論
僚
船
は
任
務

完
了
で
母
船
へ
引
き
上
げ
て
い
ま
し
た
。
で
も
そ
の
た
め

に
老
兵
全
員
に
「
水
く
屍
」
に
な
る
一
歩
手
前
ま
で
の
苦

し
い
思
い
を
さ
せ
ま
し
た
。
後
日
談
、
東
シ
ナ
海
の
水
も

日
本
海
の
水
も
同
じ
味
だ
っ
た
、
と
揚
陸
後
語
り
合
っ
て

い
ま
し
た
。

何
は
と
も
あ
れ
無
事
上
陸
で
き
て
「
や
れ
や
れ
」
で
し

た
。
勿
論
尖
兵
中
隊
が
敵
を
鎮
圧
し
て
い
た
お
陰
で
す
。

後
刻
、
中
隊
長
か
ら
種
々
話
を
聴
取
さ
れ
ま
し
た
が
、
自

分
の
処
置
に
つ
い
て
は
、
老
兵
へ
の
労
り
の
心
情
が
「
良

か
、
否
か
」
は
不
問
で
し
た
。
軍
隊
言
葉
の
臨
機
応
変
で

し
ょ
う
。
少
し
だ
け
船
舶
工
兵
を
恨
み
ま
し
た
。
以
後
福

州
地
区
は
友
軍
と
中
国
中
央
軍
と
が
入
り
乱
れ
て
の
攻
防

戦
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
（
一
進
一
退
）。

昭
和
二
十
年
五
月
頃
で
し
た
。
敵
の
攻
撃
が
一
段
と
激

し
く
な
り
、
敵
の
空
軍
も
毎
日
多
数
飛
来
し
、
爆
弾
や
焼

夷
弾
の
投
下
、
超
低
空
飛
行
で
機
関
砲
や
機
銃
の
乱
射
で

す
。
日
の
丸
の
友
軍
機
は
一
機
も
飛
ば
ず
、
爆
音
は
す
べ

て
ア
メ
リ
カ
軍
機
で
し
た
。
友
軍
陣
地
の
一
角
が
壊
滅
し

ま
し
た
。

本
部
よ
り
転
進
（
撤
退
・
退
却
）
命
令
が
来
ま
し
た
。

自
分
の
分
隊
が
最
後
尾
撤
収
隊
で
し
た
。
蔣
介
石
正
規
軍

が
優
秀
な
火
器
を
米
軍
よ
り
譲
渡
さ
れ
、
充
分
な
弾
薬
と

食
糧
を
持
っ
て
の
攻
撃
で
す
。
友
軍
は
弾
薬
乏
し
く
、
食

料
も
無
く
、
た
だ
大
和
魂
だ
け
で
は
い
か
ん
と
も
致
し
難

し
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
上
海
ま
で
、
一
五
〇
〇
キ
ロ
を
徒
歩
行
進
で

す
。
道
無
き
路
を
進
み
、
二
日
も
雨
が
降
れ
ば
泥
濘
と
な

り
、
身
体
を
没
す
る
沼
地
あ
り
、
雑
草
繁
藻
の
岳
陵
を
進

み
、
亜
熱
帯
病
に
冒
さ
れ
ま
す
。
傷
痍
の
身
に
食
料
も
乏

し
く
、
た
だ
気
力
だ
け
で
の
行
進
で
し
た
。
最
後
尾
の
収

容
分
隊
で
す
か
ら
路
傍
に
倒
れ
る
戦
友
を
見
れ
ば
、
こ
れ

を
励
ま
し
、
僅
か
な
食
料
を
分
け
与
え
て
前
進
の
手
助
け
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を
し
、
草
む
す
屍
に
は
、
荼
毘
に
附
す
る
事
は
で
き
ず
、

左
胸
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
あ
る
貴
重
品
袋
に
印
鑑
と
鉄

の
上

で
軍
刀
で
切
り
落
し
た
親
指
を
入
れ
ま
す
。
そ
し
て
遺
体

は
野
犬
に
喰
わ
れ
ぬ
よ
う
に
、
円
匙
（
小
型
ス
コ
ッ
プ
）

で
穴
を
掘
っ
て
弔
ま
す
。

ま
た
、
敵
の
弾
丸
は
前
方
か
ら
来
る
も
の
で
し
た
が
、

後
方
か
ら
の
攻
撃
に
は
背
を
丸
め
て
、
特
に
迫
撃
砲
弾
が

「
ヒ
ュ
リ
ー

ヒ
ュ
ロ
ン
」
と
頭
上
を
通
過
し
、
前
方

で
炸
裂
す
る
状
況
に
は
、
今
思
っ
て
も
身
震
い
し
ま
す
。

老
兵
分
隊
だ
か
ら
突
破
で
き
た
難
行
軍
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
若
い
元
気
者
揃
い
だ
っ
た
ら
、
暴
走
し
た
で
し
ょ

う
。
自
分
の
意
が
全
員
に
通
じ
若
い
軽
機
射
手
も
よ
く
頑

張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
全
員
の
協
力
で
、
病
魔
に
打
ち
勝

ち
、
食
料
難
も
克
服
し
、
数
人
の
戦
傷
者
を
助
け
、
こ
の

困
難
な
後
尾
収
容
作
戦
を
完
了
し
ま
し
た
。

出
発
以
来
六
十
日
余
り
で
独
立
歩
兵
第
四
一
一
大
隊
は

上
海
に
到
着
し
ま
し
た
。
道
中
収
容
の
戦
没
軍
人
の
霊
体

を
一
夜
安
置
し
て
、「
屍
衛
兵
（
一
般
の
お
通
夜
の
事
）

を
山
本
軍
曹
以
下
山
本
分
隊
任
ず
」
と
。
勿
論
後
尾
収
容

隊
の
関
係
上
、
全
員
、
誠
意
を
も
っ
て
奉
仕
し
ま
し
た
。

通
常
の
衛
兵
と
異
な
り
、
司
令
、
歩
哨
係
（
現
役
軽
機
射

手
）
歩
哨
が
二
人
宛
着
剣
立
哨
、
三
交
代
と
控
え
で
す
。

夕
方
よ
り
、
い
と
も
懇
ろ
に
務
め
ま
し
た
。
東
天
が
白

み
、
全
員
起
床
、
幹
部
以
下
全
将
兵
参
列
し
、
真
木
の
上

に
御
遺
骨
を
安
置
し
、
各
中
隊
の
代
表
者
に
て
点
火
さ
れ

ま
し
た
。
神
と
な
ら
れ
し
各
々
英
霊
に
対
し
て
「
喇
叭
、

国
の
鎮
」
が
喨
々
と
流
れ
た
よ
う
で
し
た
。
炎
は
中
天
に

登
り
霞
の
ご
と
く
、
立
つ
煙
は
東
天
へ
と
流
れ
、
各
々
の

故
郷
の
地
へ
、
ま
た
靖
国
の
御
空
に
還
ら
れ
た
御
事
と
察

し
ま
す
。

約
三
十
日
程
経
過
し
て
八
月
十
五
日
終
戦
と
云
う
知
ら

せ
が
来
ま
し
た
。
正
午
天
皇
陛
下
の
玉
音
放
送
が
日
本
全

国
並
全
戦
線
に
通
達
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
以
上
一
人
の
国

民
の
生
命
を
無
駄
に
し
て
は
い
け
な
い
。
軍
人
は
す
べ

て
、
相
対
国
に
て
武
装
解
除
せ
よ
で
し
た
。

中
国
正
規
軍
に
よ
っ
て
我
が
大
隊
は
武
装
解
除
を
受
け

220



 

V
02D

00 L
:H
E
G
U
1522 221 89/03/10/09:41:40 H

E
G
U
1522 bun p209-

ま
し
た
。
中
国
軍
は
「
昨
日
の
敵
は
今
日
の
朋
友
だ
」、

ま
し
て
同
じ
東
洋
民
族
だ
「
黄
色
人
種
だ
」
と
云
っ
て
、

前
述
の
ご
と
く
、
至
極
親
切
に
そ
し
て
丁
寧
に
取
り
扱
わ

れ
ま
し
た
（
意
外
だ
っ
た
）。
収
容
所
に
お
い
て
、
自
分

は
他
部
隊
と
一
緒
に
さ
れ
、
分
隊
員
と
散
り
散
り
に
分
散

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
二
月
十
五
日
、
上
海
を
出
港
し
、
同
月

二
十
日
に
博
多
に
上
陸
し
、
二
、
三
日
で
復
員
手
続
き
完

了
。
一
目
散
に
自
宅
へ
帰
り
ま
し
た
。
私
の
復
員
は
早
い

方
で
し
た
。
北
の
方
も
南
の
方
も
、
そ
れ
ぞ
れ
復
員
ま
で

大
変
だ
っ
た
と
の
こ
と
。
私
は
幸
運
で
し
た
。

自
宅
に
は
幼
い
弟
が
一
人
増
え
て
い
ま
し
た
。
親
爺
曰

く
、
万
一
に
で
も
「
お
前
の
身
代
わ
り
に
と
作
っ
た
」
で

親
爺
と
手
を
取
り
合
っ
て
「
大
笑
い
」。
目
出
度
し
目
出

度
し
で
す
。
全
員
無
事
で
と
い
う
こ
と
は
神
仏
の
御
加
護

の
賜
物
と
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
、
い
つ
ま
で
も
平
和
で

あ
り
ま
す
こ
と
を
念
じ
ま
し
た
。

死

生

観
京
都
府

芦

田

吉

雄

私
は
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
十
二
月
八
日
、
福
知
山

の
芦
田
家
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
兄
と
弟
の
三
人
の
男

兄
弟
と
両
親
の
五
人
家
族
で
し
た
。

昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
と
も
な
る
と
戦
時
色
は
ま

す
ま
す
緊
迫
し
、
我
が
町
か
ら
も
、
召
集
令
状
が
来
て
出

征
す
る
兵
士
の
見
送
り
等
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

手
に
手
に
小
さ
な
日
の
丸
の
旗
を
持
っ
た
町
の
人
達
は

「
万
歳
、
万
歳
」
と
叫
び
な
が
ら
駅
ま
で
長
い
行
列
で
見

送
り
、
出
征
す
る
者
は
「
男
子
の
本
懐
之
に
す
ぐ
る
も
の

な
し
」
と
勇
躍
戦
地
に
赴
い
た
も
の
で
し
た
。
我
が
家
で

も
兄
と
弟
も
出
征
し
、
兄
弟
三
人
が
出
征
兵
士
と
な
り
ま

し
た
。

昭
和
十
四
年
度
に
お
け
る
わ
が
国
の
中
国
大
陸
の
対
支

政
戦
略
の
方
針
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
政
治
工
作
に
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